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自費から保険診療になった場合の保険変更と差額返金 

※患者様が保険証を忘れた場合や保険証の発行を受けるまでに自費で診療し、 

後日、保険証を持参された場合、保険変更と保険者負担分の返金を行います。 

 

【例】６月３０日 保険証忘れで自費診療、７月４日 保険証を持って来院 

 

１．業務メニューの 環境設定（Ｆ６） より、自費診療日へ日付を変更します。（例では６月３０日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．  １２ 患者登録 より自費で登録した患者様を呼び出して、保険者番号に／ｄ と入力し 

保険を削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． ２１ 診療行為 より、自費で来院した内容を 訂正 で呼び出し精算すると差額が発生します。     

返金額には何も入力せず、空白のまま 登録（Ｆ１２） を押して終了して下さい。 

 

 

 

 

差額金額 
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４．業務メニューの 環境設定（Ｆ６） より日付を本日に戻します。 

 

   ５．返金のみの場合                     ５．診察＋返金の場合 

   

   ２３収納登録 より患者様を呼び出し         ２１診療行為 より患者様を呼び出し 

  下記のように明細を指定して下さい。         本日分の診療内容を入力して、精算 

   返金（Ｓｈｉｆｔ+Ｆ７） を押して差額返金を       して下さい。 

  行ないます。 

   

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

                                    

それぞれ、下図ように領収書を発行出来ます。 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


